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はじめに 

北九州市立図書館では、平成１４（２００２）年以降、本協議会の答申を基本的指針

として位置づけ、これを踏まえた図書館運営が行われてきました。 

 平成２８（２０１６）年の前回答申に基づく５０事業については、その全てに取り組まれ、

各成果は毎年度、図書館評価として報告され、本協議会による評価も付してきました。 

しかし、前回の平成２８（２０１６）年答申から７年が経過し、図書館を取り巻く環境が

変化する中で、読書バリアフリー化の促進、新型コロナウイルス感染症流行を契機と

するデジタル化の急速な進展など、現在、図書館には多様化・複雑化する課題への対

応が求められています。 

 そこで、令和５（２０２３）年５月に中央図書館長より、これからの図書館のあり方につ

いて検討するよう本協議会に諮問が行われました。本協議会は、市民アンケートによ

り、市立図書館の利用状況や市民ニーズの把握に努めるとともに、他都市の公立図

書館の視察を行ったうえで、これからの図書館のあり方について検討を重ねてまいり

ました。その結果、図書館の基本的な役割は大切にしながら、新たなニーズにも対応

できる図書館となるよう、図書館運営の指針として、３つの「基本的な方向性」と８つ

の「施策の方針」を本協議会から提案します。 

今後、この基本的な方向性及び施策の方針に基づき、図書館が具体的な運営計画

を策定されると伺っているため、今回の答申では具体的な事業内容等には言及せず、

基本的な方向性及び施策の方針を示すに留めています。 

この答申がこれからの北九州市の図書館運営に活かされ、北九州市立図書館が

より多くの市民に親しまれ、学びを支援し、生活の充実に資する場所となることを大

いに期待しています。 

 令和６年５月 

 北九州市立図書館協議会 

 会長 中尾 泰士 
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・図書館の利用傾向 

・図書館を利用しない人の実態 

・図書館に求める取組 

・図書館に求める役割 

◎社会の状況 
・北九州市における人口の動向 

・北九州市と多文化共生 

・コロナ禍を契機とした社会の変化 

 

◎国や市等の動向 
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◎市立図書館の現状 
・図書館施設の再整備 

・これまでの取組状況 

 

◎図書館の利用状況 
・貸出者数 

・貸出冊数 

・利用者の満足度 
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人が学び、やすらぎ、 

つながる図書館  

７ 市民との協働 

８ 地域との協働 

４ 子ども・若者の読書活動の 

推進 

５ 市民や地域の学び・課題解決

の支援 

６ 人が交流し、安心して 

過ごせる空間づくり 

１ 図書館の基本的な機能の 

強化・充実 

２ 社会の状況等への対応 

３ 図書館利用の促進 

(3) 図書館からの 

情報発信 
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の支援 
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(1) 子ども・若者の
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第１章 現状と課題 

1  北九州市立図書館の現状 

(１) 前回答申（平成２８（２０１６）年）以降の歩み 

ア  図書館施設の再整備 

北九州市公共施設マネジメント実行計画に基づき、平成 29（2017）年に勝山分

館が、平成３０（２０１８）年に企救分館、国際友好記念図書館及び戸畑分館が、平成３

１（２０１９）年には八幡東分館がそれぞれ廃止となりました。 

一方で、平成３０（２０１８）年には小倉南区民の強い要望のあった小倉南図書館と

子どもの読書活動の推進拠点となる子ども図書館が新たに開館しました。さらに、令

和４（２０２２）年には折尾分館が移転・開館しました。 

その結果、市内に中央図書館（小倉北区）、子ども図書館（小倉北区）、６地区館

（小倉北区を除く６区）及び６分館（門司区・小倉南区・八幡西区・若松区）の全１４館

が整備されました。 

そのうち、中央図書館と子ども図書館を除く１２館で指定管理者制度が導入されて

います。また、一部施設の老朽化により、建物や設備の修繕などが必要な状況となっ

ています。 

 

イ  図書館サービスのさらなる充実 

図書館の利便性を高めるために、JR小倉駅構内とコムシティ（黒崎）前に返却ボッ

クスが設置され、図書館以外での返却が可能になりました。 

また、コロナ禍での子どもの読書や学習の機会を確保するために、令和３（２０２１）

年４月、本市で初めての電子図書館となる「北九州市子ども電子図書館」が開設され、

市内の小中学生へ ID・パスワードが配付されました。 

さらに、地元にゆかりのある作家の作品の充実や、市民の課題解決支援のための

分野別配架などが実施されました。他にも、来館のきっかけづくりのために、子ども図

書館への読書通帳機の設置や、中央図書館での外国人市民の図書館ガイドツアー

等が実施されました。 

 

ウ  新型コロナウイルス感染症への対応 

令和２（２０２０）年に新型コロナウイルス感染症の拡大が始まり、その防止対策とし

て、令和２（２０２０）年２月から令和３（２０２１）年６月にかけて、３度（計１５５日間）にわ

たり臨時休館が行われました。 

 一方で、令和２（２０２０）年６月２４日から同年度末までは、開館時間の制限はあっ
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たものの、閲覧スペース・学習室の座席の間隔の確保などの対策を取りながら、市民

の読書機会の確保・維持が図られました。 

令和５（２０２３）年５月８日に新型コロナウイルス感染症の法律上の位置づけが２類

から５類に移行されたことに伴い、感染症拡大防止対策は緩和されました。 

 

(２) 市立図書館の利用状況 

ア  貸出者数及び貸出冊数 

ここ１０年間の貸出者数の推移（図１）をみると、令和２（２０２０）年度から令和４（２

０２２）年度までのコロナ禍において、市立図書館では臨時休館や開館時間の短縮な

どが行われたため、令和２（２０２０）年度の貸出者数は前年度から３４％減と大きく落

ち込みましたが、令和３（２０２１）年度からは回復傾向にあります。 

また、分館での貸出者数は平成２８（２０１６）年度から令和２（２０２０）年度にかけ

て減少する一方で、地区館の貸出者数は平成３０（２０１８）年度に大きく増加しました。

これは、平成２９（２０１７）年度から令和元（２０１９）年度にかけて分館等５館が廃止と

なったことや、平成３０（２０１８）年度に小倉南図書館が新規開館したことによるもの

と考えられます。 

ここ１０年間の貸出冊数（図２）についても、貸出者数と同様に推移しています。 

なお、貸出者一人あたりの貸出冊数は３．８～４．０冊程度となっており、１０年間で

大きな変化は見られません。 
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図１ 図書館別の貸出者数の推移（個人貸出）

中央・子ども 地区館 分館 計
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イ  図書館利用者の満足度 

図書館では、利用者を対象に図書館サービスの満足度に関するアンケート調査が

毎年度実施されています（令和元（２０１９）年度はコロナ禍のため未実施）。その結果

によると「非常に満足」又は「満足」とする回答の割合（図３）の合計は、「職員の応対」

及び「職員の知識や説明」では９８％以上、「調べものの支援」及び「展示・行事の内

容」、「探しやすい配架」では９０％以上となっています。「充実した蔵書」については

他の項目と比べるとやや低い水準ですが、８８％前後で推移しています。 

※「満足」又は「非常に満足」とする回答の割合の合計 

 

2  北九州市立図書館を取り巻く状況 

(１) 社会的な背景 

ア  北九州市における人口の動向 

北九州市の人口は昭和５４（１９７９）年の１０６万８千人をピークに減少が続き、令和

87.1 88.0 
89.4 

88.2 88.2 88.8 

92.6 

92.9 

92.3 94.6 
94.6 

92.9 

91.8 93.3 93.1 92.7 92.7 

94.5 

90.5 
92.2 92.5 92.1 92.1 

94.1 

99.2 99.4 99.5 99.1 99.1 99.0 

98.5 98.7 98.4 98.6 98.6 98.4 

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

H28 H29 H30 R2 R3 R4

図３ 図書館利用者の満足度(※)推移
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図２ 図書館別の貸出冊数の推移（個人貸出）

中央・子ども 地区館 分館 計
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５（２０２３）年１０月時点では９１万６千人となっています。そのうち、６５歳以上の高齢

者が総人口の約３１％を占め（令和５（２０２３）年４月時点）、政令市の中で最も高齢

化が進んでいます。一方で、出生率は平成２２（２０１０）年以降過去最低を更新し続

けるなど、少子高齢化の状況にあります。一方で、転入者数から転出者数を引いた

マイナス幅は改善傾向にあります。  

 

イ  北九州市と多文化共生 

北九州市の総人口は減少傾向にありますが、市内に住む外国人の数については、

年々増加傾向にあります。令和４（２０２２）年度末時点の外国人市民の数は約１．４万

人で、北九州市の総人口の約１．５%を占めています。近年では多国籍化も進み、約

１００の国や地域にゆかりのある外国人が北九州市に住んでいます。また、在留目的

についても永住、留学、技能実習など多様化が進んでいます。 

 

ウ  コロナ禍を契機とした社会の変化 

令和２（２０２０）年以降の新型コロナウイルス感染症の拡大により、社会全体で「オ

ンライン化」、場所や時間にとらわれない「柔軟な働き方」、家族や健康、自分らしさを

大切にする「持続可能な暮らし方」、東京一極集中を回避するための「地方分散の取

組」等、働き方や人々の価値観にも変化が生じています。 

 

(２) 図書館に関係する主な法整備や計画策定の動き 

前回の答申（平成２８（２０１６）年）以降制定された主な法律、国や市の計画等は、

次のようなものがあります。 

「視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（読書バリアフリー法）」

（令和元（2019）年 6 月）では、図書館は、視覚に障害がある方等が利用しやすい書

籍等の充実や利用支援の充実などが求められています。 

「デジタル社会の実現に向けた重点計画」（令和５（２０２３）年６月）では、図書館等

の社会教育施設がデジタル技術を活用し、地域の教育力を高めること等が求められ

ています。 

「こどもの居場所づくりに関する指針」（令和５（２０２３）年１２月）では、多様な子ど

もの居場所づくりを進めるに当たり、図書館等の施設等既存の地域資源を活用する

ことも有効とされています。 

北九州市の動きとしては、「北九州市基本構想・基本計画」（令和６（２０２４）年３月）

が策定され、本市の目指す将来像が示されました。また、「北九州市子どもの未来を

ひらく教育プラン」（令和元（２０１９）年８月）は、令和６（２０２４）年度に改定予定で検

討が進められています。 

図書館の運営に当たっては、これらの法律や各種計画等を踏まえて行っていく必

要があります。 
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(３) 読書や図書館に対する北九州市民の意識 

この答申にあたり、中央図書館が実施したアンケート調査の結果をもとに、市民の

読書の実態や図書館への要望等の把握を行いました。 

ア  実施概要 

区分 対象 回答者数 

一般市民 １８歳以上の北九州市民（無作為抽出） ６９２人 

図書館利用者 市立図書館（１４館）の利用者 ８２２人 

中高生 中学３年生（各区１校） 

高校３年生（各区１または 2校抽出） 

３９３人 

５５８人 

小学生 小学６年生（各区１または 2校抽出） ６０６人 

※「一般市民」及び「中高生」、「小学生」には、図書館を利用する人も含まれます。 

※小学生対象のアンケートは質問数を減らし、表現も平易なものに変更して実施されました。 

 

イ  結果概要（一部抜粋） 

ここでは、アンケート調査結果のうち読書の実態や図書館に求めること等について、

図書館利用者でない人も含む一般市民と中高生、小学生を中心にまとめました。 

○読書習慣・図書館の利用について 

 

●読書習慣 

ひと月に読む本の冊数 （図４） 

・一般市民全体では、「１～３冊」が約半数で、最も多い 

・一般市民のうち、「０冊（読まない）」は全年代で２５%超で、２０代では 

約半数（４８．９％） 

●図書館の利用 

図書館の利用頻度 

・２０代は「ほとんど利用しない」「全く利用しない」が７０%超 

・中高生も「ほとんど利用しない」「全く利用しない」が６０%超 

・３０代以降、「ほとんど利用しない」人が減り、「年に数回程度」以上利用

する人が増える傾向 

本の入手手段 

・２０代は他の年代と比べて、図書館等で借りて読書をする人が少なく、

一方で電子書籍を購入して読書をする 
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○図書館に求めることについて 

●図書館に求める取組等 

今後利用しやすくするために図書館に求めること （表１、図５） 

・一般市民と中高生では「ネットワーク環境（Wi-Fi 等）の充実」が最も多

い 

・「読書スペースやパソコン席等の充実」は、全ての対象者で２番目に多

い 

・その他、「蔵書の充実」「イベントの開催」「子どもが読書や図書館に親し

める取組み」が多い 

●図書館を利用しない理由 

「ほとんど利用しない」「全く利用しない」人の、利用しない理由 

・２０代では、多い順に「借りたり、返したりが面倒」「図書館に行く時間

（暇）がない」「インターネットを利用して調べ物をしているので行く必要

がない」 

・中高生では、多い順に「本や図書館に興味がない」「図書館に行く時間

（暇）がない」「借りたり、返したりするのが面倒」 

●図書館の利用の仕方 

図書館の利用目的 

・一般市民と図書館利用者では「本や雑誌、CD・DVDを借りる・返す」が

「本を読む」より多いが、小学生と中高生では逆転 

・中高生では「学習室利用」が最も多い 

・３０代は「子どもと過ごす」の割合が他の年代よりも多い 

・一般市民全体では「借りる・返す」、「本を読む」に次いで「調べ物をす

る」が３番目に多く、４番目が「のんびりする」 

滞在時間 

・一般市民と図書館利用者で最も多いのは「３０分～１時間未満」である

が、中高生では「１時間～２時間未満」と長くなっている 

●図書館に求める役割 

図書館でどんなことができたらよいか （表２、図６） 

・小学生は「家族や友達といっしょに楽しく過ごせる」が最も多く、それ以

外の対象者は「ふらっと立ち寄り気がねなく過ごせる」が最も多い 

・中高生では、「暑さ・寒さ・風雨を避けて快適に過ごせる」「家族や友達と

一緒に楽しく過ごせる」「グループで交流できる」も多い 

・一般市民と図書館利用者では、「さまざまな世代が楽しくイベントに参加

できる」「生活や仕事、学習に役立つイベントに参加できる」も多い 
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表１ 「今後利用しやすくするために図書館に求めること」（対象者別） 

 一般市民 

(N=６９２) 

図書館利用者 

(N=８２２) 

中高生 

(N=９５１) 

１位 ネットワーク環境（Wi-Fi

等）の充実【２３６】 
蔵書の充実【４８３】 

ネットワーク環境（Wi-Fi

等）の充実【６１４】 

２位 読書スペースやパソコン

席等の充実【２０８】 

読書スペースやパソコン

席等の充実【２１６】 

読書スペースやパソコン

席等の充実【404】 

３位 
蔵書の充実【２０３】 

ネットワーク環境（Wi-Fi

等）の充実【１９２】 

若者が読書や図書館に

親しめる取組み【１８９】 

４位 図書館を訪れたくなるよ

うなイベントの開催 

【１６０】 

図書館を訪れたくなるよ

うなイベントの開催 

【１４９】 

蔵書の充実【１６４】 

５位 子どもが読書や図書館に

親しめる取組み【１４２】 

子どもが読書や図書館に

親しめる取組み【１４６】 

調べ物や本・資料を探す

手助けの充実【１３８】 

※複数回答（最大５つまで選択）可の質問。【   】内の数字は、回答数を示す。 

図４ 「ひと月に読む本の冊数」（一般市民） 
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※グラフ内の数字は、回答者のうちその項目を選択した人の割合を示す。 

 

表２ 「図書館でどんなことができたらよいか」（対象者別） 

 一般市民 

(N=６９２) 

図書館利用者 

(N=８２２) 

中高生 

(N=951) 

小学生 

(N=606) 

１位 本を読まなくても

ふらっと立ち寄り、

気がねなく過ごせ

る【３３１】 

本を読まなくてもふ

らっと立ち寄り、気

がねなく過ごせる

【３１２】 

本を読まなくてもふ

らっと立ち寄り、気

がねなく過ごせる 

【３７０】 

家族や友達といっし

ょに楽しく過ごせる

【２４３】 

２位 さまざまな世代が

楽しくイベントに参

加できる【１６８】 

生活や仕事、学習

に役立つイベント

に参加できる 

【１６８】 

生活や仕事、学習

に役立つイベントに

参加できる【２４１】 

暑さ・寒さ・風雨を

避けて快適に過ご

せる【３２３】 

本を読まなくてもふ

らっと立ち寄り、安

心して過ごせる 

【１７１】 

３位 さまざまな世代が

楽しくイベントに参

加できる【２２０】 

家族や友達と一緒

に楽しく過ごせる 

【２９８】 

暑さ・寒さ・風雨をさ

けてかいてきに過ご

せる【１７０】 

※複数回答（最大３つまで選択）可の質問。【   】内の数字は、回答数を示す。 

34.1

30.1

29.3

23.1

20.5

16.9

16.5

13.6

12.0

11.4

11.3

9.0

8.7

7.7

7.5

6.6

4.9

3.9

2.2

7.9

8.8

0 10 20 30 40

ネットワーク環境（Ｗｉ－Ｆｉ等）の充実

読書スペースやパソコン席等の充実

蔵書の充実

図書館を訪れたくなるようなイベントの開催

子どもが読書や図書館に親しめる取組み

学び直し等につながる講演会や講座の開催

調べ物や本・資料を探す手助けの充実

自動貸出・返却機の拡充

電子書籍の充実（大人向け電子書籍を含む）

図書館からの情報発信（ホームページ充実、SNS発信、地域情報提供

等）

本の返却場所の増設

郷土資料・貴重資料のアーカイブ化

視聴覚資料（CD・DVD等）の充実・貸出

市立美術館等の公立施設や団体・企業と連携した展示やイベントの実

施

本の並べ方の工夫（テーマごと等）

建物の改修（老朽化・バリアフリー対応等）

職員の接遇の向上

地域と図書館との相互交流（図書館でのボランティア活動・図書館の

地域イベント参加等）

読書通帳の拡充

その他

無回答

単位（％）

図５ 「今後利用しやすくするために図書館に求めること」（一般市民） 
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※グラフ内の数字は、回答者のうちその項目を選択した人の割合を示す。 

  

図６ 「図書館でどんなことができたらよいか」（中高生） 

38.9

34.0

31.3

31.2

16.2

14.6

12.0

4.6

0.4

0 10 20 30 40 50

本を読まなくてもふらっと立ち寄り、気がねなく過ごせる

暑さ・寒さ・雨風を避けて快適に過ごせる

家族や友達と一緒に楽しく過ごせる

グループで交流できる（勉強会やワークショップなど

わからない・特にない

さまざまな世代が楽しくイベントに参加できる

生活や仕事、学習に役立つイベントに参加できる

生活や仕事上の困りごとや調べ物への相談に乗ってもらえる

その他

単位（％）
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3  北九州市立図書館の課題とこれからの図書館のあり方 

図書館の現状や取り巻く状況等を踏まえて、北九州市立図書館の課題及びその概

要を整理しました。 

また、これらの課題を踏まえ、「これからの図書館のあり方」における考え方を表にま

とめました。 

課題 概要 

「これからの 

図書館のあり方」 

における考え方 

１  図書館の基本的

な機能の強化・充

実 

・資料の収集・保存・提供の充実 

・書架や読書スペース等のさらなる充実

の必要性 

●誰もが利用しやす

い 

２ 社会の状況等へ

の対応 

・デジタル化への対応 

・多様化する市民ニーズへの対応（読書

バリアフリーを含む） 

・施設の老朽化等への対応 

３ 図書館利用の促

進 

・利用方法の案内・利用サポート 

・来館のきっかけづくりの工夫 

・使いやすい施設(Wi-Fiの充実等) 

・図書館の取組の情報発信 

４ 子ども・若者の読

書活動の推進 

・子どもの読書活動の推進 

・図書館離れ、読書量減少への対応 

●市民の成長につな

がる 

●市民が集まり交流

する 

５ 市民や地域の 

学び・課題解決の

支援 

・「知りたいこと」「困りごと」への適切な

対応 

・市民にとって楽しく有意義な講座 

・地域の情報の発信拠点 

６ 人が交流し、安心

して過ごせる空間

づくり 

・居場所づくり 

・本を読まなくてもゆっくり過ごせる空間

づくり 

・人々が交流する賑わいのある場所 

７ 市民との協働 ・市民の活躍（ボランティア活動等）の場

の提供 

・市民の意見を反映させた図書館運営 
●市民や地域に貢献

する 
８ 地域との協働 ・公共施設・企業等との情報共有、連携 

・地域の活性化 
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第２章 これからの図書館のあり方 

1  基本的な方向性 

図書館に寄せられる市民の期待と信頼に応えるために、これからの図書館の

あり方における基本的な方向性として次の３つを提案します。 

 《基本的な方向性》 

方向性 １ 誰もが利用しやすい図書館 

方向性 ２ 人が学び、やすらぎ、つながる図書館 

方向性 ３ 市民や地域と協働する図書館 

 

2  施策の方針 

方向性 1  誰もが利用しやすい図書館 

(１) 読書環境の整備 

図書館利用者の満足度やアンケートの結果からも、蔵書の充実は常に図書

館に求められている課題といえます。図書館には、社会情勢の変化や、読書や

来館に困難がある方を含む多様な市民の多様なニーズを考慮し、図書資料の

収集・提供の充実や配架の工夫に努めていただきたいと考えます。 

また、これからの時代においては、図書館のインターネット環境を整えるとと

もに、電子書籍の充実や図書館が所蔵する貴重な資料のデジタルアーカイブ

化などデジタル化への対応を進めていくことが求められます。読書バリアフリー

の観点からも、来館・非来館を問わず誰もが読書機会を得られるよう、デジタ

ルデータを利活用することが図書館には求められています。 

あわせて、施設の老朽化やバリアフリーへの対応など施設・設備面の改善に

も取り組み、誰もが利用しやすい読書環境の整備に努めていただきたいと考え

ます。 

 

(２) 図書館利用者への支援 

アンケート結果では、市民が図書館を利用しない理由として「借りたり、返し

たりするのが面倒」という回答が最も多くなっています。 

そのため、図書館の利用に面倒や不便を感じる人にも気軽に図書館を使っ

てもらえるよう、わかりやすい利用案内リーフレットの作成、図書館職員等によ

る利用者のサポート、来館しなくても利用できる電子書籍の案内などにより、図

書館の利用支援に努めていただきたいと考えます。 

また、図書館職員が館内を案内するガイドツアーや図書館でできることにつ

いての講座開催などにより、図書館の利用方法について理解を深めてもらうこ



 

12 

 

とで、図書館利用の促進につなげていただきたいと考えます。 

 

(３) 図書館からの情報発信 

アンケート結果より、図書館を全く又はほとんど利用しない人は、一般市民の

全ての年代で５０％を超えており、特に２０代では７０％を超えることがわかりま

した。また、図書館では、資料の貸出以外にも様々なサービスを提供していま

すが、アンケート結果によると、講座・講演会、読書相談・調査相談（レファレン

ス）、読書バリアフリーや多文化共生に対応した資料の収集・提供などについて

は、市民にあまり知られていない状況です。こうしたサービスの内容を知ってい

ただき、市民の利用につなげていくことが必要です。 

また、図書館が所蔵する貴重な資料やイベント開催など図書館の魅力を伝え、

市民に図書館に関心を持ってもらうことも大切です。 

このため、図書館ホームページや広報紙（図書館だより）、館内掲示等を活

用するとともに、図書館を利用していない人にも情報が届くよう、学校や関係

団体等と連携するなどして、効果的な情報発信に努めていただきたいと考えま

す。 

 

方向性 2  人が学び、やすらぎ、つながる図書館 

(１) 子ども・若者の読書活動推進 

子どもの表現力や情緒を育むためには、乳幼児の頃から読書に親しみ、生

涯にわたる読書習慣の基盤をつくることが大切であると言われています。 

アンケート結果を見ると、３０代の市民は、子どもと過ごす目的で図書館に来

ている人が多く、親子で読書を楽しむ場として図書館が利用されていることが

うかがえます。引き続き、親子で楽しめるイベントや調べ学習の支援などにより、

子どもの読書活動を推進する取組を充実させていただきたいと考えます。 

一方、アンケート結果から、中高生や２０代の市民には、図書館があまり利用

されず、読書量も少ない人が多いことが見受けられました。図書館が若者のニ

ーズに合う選書、図書館を活用した学習への支援、気軽に立ち寄れる雰囲気づ

くりなどに工夫を凝らし、若者にとっても魅力ある存在となるよう努めることで、

若者の読書活動の推進につなげていただきたいと考えます。 

 

(２) 市民・地域の学びと課題解決の支援 

インターネットを使って誰でも手軽に情報にアクセスできる時代ですが、市民

が大量の情報から必要とする正確な情報を得ることは容易ではありません。そ

のような中にあって、インターネット以外の情報源も活用しながら、必要な情報

を得られるよう市民を支援する図書館の役割は重要性を増していると言えます。 
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市民が抱える課題や知りたいことに対し、書籍・商用データベース・専門機関

への問い合わせなど、様々な情報資源を使ったレファレンスサービスを通じて

信頼できる情報を提供し、市民の学びや課題解決の支援に努めていただきた

いと考えます。 

また、市民からのより高度なレファレンスに対応できるよう、職員研修等を積

極的に行い、スキルの向上を図っていただきたいと考えます。 

さらに、アンケート結果により、市民の多くが関心を持っている、健康、子育て、

自己能力アップ等については、テーマ別配架や企画展示等により、市民に情報

が届きやすくなる工夫を行っていただきたいと考えます。 

 

(３) 「やすらぎ」と「にぎわい」の場づくり 

アンケート結果を見ると、図書館は「静かに読書をしたり、調べものをしたり

する場所」という従来のイメージを超えて、世代を問わず、安心してのんびり過

ごせる場や友達や家族と楽しく過ごせる場であることが求められていると言え

ます。 

そのため、図書館は居心地の良い空間づくりへの工夫や、親子で参加できる

イベントの実施、学習・研究等のグループ活動を行う場の提供などにより、市民

に様々な目的で来館してもらえるよう努めていただきたいと考えます。そのこと

により、市民の交流の機会にもつながり、安らぎとともに賑わいのある図書館と

なっていくことを期待します。 

 

方向性 3  市民や地域と協働する図書館 

(１) 市民との協働 

図書館には、市民の多様なニーズに対応したサービスを提供していくことが

求められます。そのためには、図書館利用の有無にかかわらず、若者や高齢者、

障害のある方等幅広い市民からの意見を把握し、図書館サービスに反映させ

るよう努めていただきたいと考えます。 

また、図書館には、社会教育施設として市民の自己実現・社会参加の場とな

ることも求められています。現在も行われている読み聞かせや配架ボランティ

ア等に加え、多様な市民に、それぞれの知識・関心や技能等に応じて図書館運

営に参画していただく機会を増やし、図書館が市民に開かれた、活気あふれる

場となるよう努めていただきたいと考えます。 

 

(２) 地域との協働 

図書館には、市民の暮らしや学びに役立つ、地域に根差した情報を提供して

いくことが求められています。 



 

14 

 

これからも市内の文化施設、観光・イベント情報、スポーツチーム等の情報収

集・提供を充実していくとともに、各施設のイベント等と連携した企画展示など

効果的な情報発信に努めていただきたいと考えます。 

また、地元商店街等地域の団体と協働したイベントの実施や出前講座の実

施など図書館外に積極的に出向くことにより、市民に図書館を知ってもらう機

会を拡充するとともに、まちの賑わいづくりにも貢献していくことを期待します。 
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1  これからの図書館のあり方について（答申）検討の経過 

年月日 実施事項 （ [    ]は内容 ） 

令和５（２０２３）年 

５月２４日 

令和５年 第２回図書館協議会 

[これからの図書館のあり方について諮問、協議] 

令和５年 ７月 ５日 令和５年 第３回図書館協議会 

[アンケートの項目検討ほか協議] 

[これからの図書館のあり方 基本的な方向性（試案）提示] 

令和５年 ８月２２日 

～   ９月３０日 

「これからの図書館のあり方」に関するアンケート調査実施 

対象：一般市民、図書館利用者、小学生、中高生 

令和５年１１月２２日 他都市図書館視察 

視察先：ミライ ON図書館（長崎県大村市） 

令和６（２０２４）年 

２月 ７日 

令和６年 第１回図書館協議会 

[これからの図書館のあり方（素案）検討] 

令和６年 ５月２２日 令和６年 第２回図書館協議会 

[これからの図書館のあり方について答申] 

 

2  北九州市立図書館協議会委員名簿 

区分 氏  名 所属団体役職名 備考 

学 校 教

育 関 係

者 

本田 壽志 北九州市学校図書館協議会会長  

上満 佳子 北九州市学校図書館協議会副会長  

谷川 陽一 福岡県公立高等学校長協会北九州地区前会長 ～R6.4.25 

石川 一仁 福岡県公立高等学校長協会北九州地区会長 R6.4.26～ 

麻生 恭子 （一社）北九州市私立幼稚園連盟前理事 ～R6.4.25 

有田 裕子 （一社）北九州市私立幼稚園連盟理事 R6.4.26～ 

家 庭 教

育 の 向

上に資す

る活動を

行う者 

福田 百合加 （一社）北九州市ＰＴＡ協議会副会長 副会長 

北野 久美 （一社）北九州市保育所連盟副会長 ～R6.4.25 

伊賀良 昌宏 （一社）北九州市保育所連盟副会長 R6.4.26～ 

末吉 智久美 （一社）北九州青年会議所理事  

山中 啓稔 公募委員  

社 会 教

育 関 係

者 

宮本 和代 北九州市社会教育委員  

吉松 喜美子 北九州市婦人団体協議会監査  

林 芳江 北九州市障害福祉団体連絡協議会会長  

阿部 和代 北九州児童文化連盟副会長  

学 識 経

験者 

中尾 泰士 北九州市立大学前図書館長 会長 

山口 秋義 九州国際大学図書館長  

鈴木 研 公募委員  
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3  図書館を取り巻く国や市の法令・計画（概略） 

区分 法令・計画名 概要 

北九州市の 

新たな 

ビジョン 

市北九州市基本構

想・基本計画（令和

６年,北九州市） 

○北九州市で最上位に位置づけられる計画。 

・今後北九州市が目指す将来の都市像（稼げるま

ち、彩りあるまち、安らぐまち） 

子どもの 

読書推進 

国第５次子どもの読

書活動の推進に関

する基本的な計画

（令和５年,文部科

学省） 

○すべての子どもたちが読書活動の恩恵を得られ

るよう、社会全体で子どもの読書活動を推進する

もの。 

・学校や図書館、その他の関連団体の連携による

子どもの読書活動の推進 

・多様な子どもたちの読書機会の確保 

・デジタル社会に対応した読書環境の整備 

 市第２期北九州市子

どもの未来をひら

く教育プラン（令和

元年 ,北九州市教

育委員会） 

・確かな学力育成のための読書活動の推進 

・市民総ぐるみで子どもたちを支援するセーフティ

ネットの構築 

 市第４次北九州市子

ども読書活動推進

計画（＝北九州市

子ども読書プラン）

（令和３年,北九州

市教育委員会） 

○北九州市の子ども達がより読書に親しむことだ

けでなく、それを通じたシビックプライドの醸成や

SDGｓの目標達成を目指すもの。 

バリアフリー 国障害を理由とする

差別の解消の推進

に関する法律（＝

障害者差別解消

法）（平成２５年） 

○公共施設等は、障害者が障害を理由として差

別・権利利益の侵害を受けることのないよう、必要

かつ合理的な配慮を行うための施設等の整備や関

係職員に対する研修等に努めるもの。 

 国視覚障害者等の

読書環境の整備の

推進に関する法律

（＝読書バリアフリ

ー法）（令和元年） 

○公立図書館等が視覚障害者等にとって利用しや

すい図書館となるよう、障害者の中でも特に視覚

障害者等の読書環境の整備に視点をおいたもの。 

・アクセシブルな電子書籍等の普及及びアクセシブ

ルな書籍の継続的な提供 

・アクセシブルな書籍等の量的拡充・質の向上 

・視覚障害者等の種類・程度に応じた配慮 
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デジタル化 

社会 

国デジタル社会の実

現に向けた重点計

画（令和５年,デジ

タル庁） 

○「誰一人として取り残されない、人に優しいデジ

タル化」を目指すもの。 

・データの利活用促進や連携の仕組みの標準化

等、準公共分野のデジタル化 

・業務効率化等、デジタル化による地域の活性化 

・利用者視点に立つ情報リテラシーの啓発、ＤＸ化

や AIの活用、効果の可視化 

 国著作権法の一部

を改正する法律

（令和４年,文化庁） 

○各図書館等による図書館資料のメール送信等に

ついて、一定条件の下、可能とするもの。 

社会教育 

施設としての 

図書館 

国人口減少時代の

新しい地域づくり

に向けた社会教育

の振興方策につい

て（答申）（平成３０

年 ,中央教育審議

会） 

○多様化・複雑化する社会とその課題へ対応する

ため、図書館をはじめとした社会教育施設を「住民

主体の地域づくり、持続可能な共生社会の構築に

向けた幅広い取組や、行政をはじめとした地域の

幅広い情報の発信拠点」としても位置付けるもの。 

・図書館は、市民生活のあらゆる分野に係る関係

機関との連携の下、利用者及び住民の要望や社

会の要請に応えるための運営の充実を図る。 

 市北九州市生涯学

習推進計画“学び

と活動の環”推進

プラン（令和３年 ,

北九州市市民文化

スポーツ局） 

○市民一人ひとりが自主的・主体的な循環型の学

習活動を行う「循環型生涯学習社会」を目指して環

境整備を行うもの。 

「居場所」と 

しての図書館 

国こどもの居場所づ

くりに関する指針

（令和５年 ,こども

家庭庁） 

○こどもの居場所づくりを目的とし、地方自治体や

学校、社会教育施設に一定の考え方を示すもの。 

・図書館を含む既存の施設やボランティア等を地

域資源として活用し、多様なこどもの居場所づく

りを進める。 

持続可能な 

図書館運営 

市北九州市公共施

設マネジメント実

行計画（平成２８

年,北九州市） 

○真に必要な公共施設を安全に保有し続けること

ができる運営体制を確立していくことを目的とする

もの。 

・図書館の分館は、地区図書館等の整備状況や人

口動態、利用実態等の推移をみながら縮減して

いくこととする。 
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4  対象者別のアンケート調査実施項目 

  設      問 調 査 の 視 点 
一般

市民 

図書館 

利用者 
中高生 小学生 必須 

1 
月に何冊くらいの本（雑誌以外）を読

むか 
読書の習慣 ○ ○ ○ ○ * 

2 
何か知りたいときどうやって調べてい

るか 

図書館利用実態 

購入・インターネット志向 
○ ○ ○ ○ * 

3 
その本や雑誌をどうやって入手してい

るか 
図書の入手手段 ○ ○ ○   * 

4 主に利用する図書館は 図書館の利用状況 ○ ○ ○ ○ * 

5 
どのくらいよく北九州市立図書館を利

用しているか 
  〃  ○ ○ ○ ○ * 

6 
その図書館が主に利用する館である

理由は 
  〃  ○ ○ ○ ○   

7 
主にどのような目的で図書館を利用し

ているか 
  〃  ○ ○ ○ ○   

8 その図書館での平均滞在時間は 
  〃 

居場所としての利用実態 
○ ○ ○     

9 借りた本を主にどこで返しているか 図書館の利用状況 ○ ○ ○     

10 図書館を利用しない理由は 低頻度利用者の実態 ○ ○ ○ ○   

11 現在の開館時間に不便を感じるか 市民のニーズ ○ ○ ○     

12 開館時間について、どう思うか 市民のニーズ  ○ ○ ○     

13 
延長した時間帯をどのように利用する

か 
市民のニーズ ○ ○ ○     

14 
電子書籍を利用して本を読んだことが

あるか 
電子書籍の利用実態 ○ ○ ○ ○ * 

15 
北九州市子ども電子図書館を利用し

たことがあるか 

市子ども電子図書館の利

用実態 
○ ○ ○ ○ * 

16 
図書館で行っているサービスを知って

いるか 
サービスの認知度 ○ ○ ○   * 

17 
充実を希望する関連図書コーナーや

講演会の分野 
市民のニーズの把握 ○ ○ ○   * 

18 
利用しやすさ向上のために今後どのよ

うなことを求めるか 

  〃 

（図書館に求める取組） 
○ ○ ○   * 

19 
本の利用等以外に図書館でどんなこ

とができたらいいと思うか 

  〃 

（図書館に求める役割） 
○ ○ ○ ○ * 

20 
北九州市立図書館に関する意見（自

由記述） 
  〃 ○ ○ ○     

 回答者属性 

年代（または校種） ○ ○ ○   * 

居住地 ○ ○ ○   * 

学校所在区     ○ ○ *  

職業 ○ ○     * 

※ 表中の○印は、対象者にその質問をしたことを示す 

※ アンケートの結果は、報告書（別冊）にて報告 
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5  前回答申（平成 28年）に基づいた取組 

大項目 中項目 主な取組 

1 

多様な施設と

つながる図書

館 

(1) 文学館

などの文化施

設との連携 

【４事業】 

・各館において各種文化施設の広報物の館内掲示や施設の催

事に連動した図書資料の展示や図書館行事を行った。 

・各館において地元出身作家のコーナーを設けるなど地元ゆか

りの作家の蔵書の充実と顕彰を図った。 

(2) 他施設

との連携 

【３事業】 

・大学教員を講師に招いての講座の開催や学生と協力した行事

の開催など大学との連携に努めた。 

・中央図書館・子ども図書館と各地区図書館が参加する会議等

を通じて情報の共有を図り、市立図書館のネットワークを強化

した。 

(3) 身近な

ネットワーク

の構築 

【３事業】 

・コロナ禍の中、市民センター等に設置しているひまわり文庫は

身近に図書館の本を借りることができる場として、図書館を補

完した。 

・様々な施設に貸し出し文庫を設置し、安定して配本した。 

2 

市民の課題

解決を支援

する図書館 

(1) レファレ

ンスの強化 

【３事業】 

・中央図書館を中心に各館で受けたレファレンス事例を国立国

会図書館レファレンス協同データベースに積極的に登録した。 

・職員は集合研修やオンライン研修に積極的に参加し、実務に

生かした。 

(2) 特色あ

る図書館づく

り 

【６事業 ※内

再掲３事業】 

・各館において市民の課題解決に役立つテーマの資料を集めた

コーナー設置や館内展示、講座の開催などに取り組んだ。 

・各館において郷土資料の収集を確実に行うとともに地域の特

性を生かした展示、講座の開催等の取組を継続的に行った。 

3 

子どもの読書

活動を積極

的に推進す

る図書館 

 

 

 

 

(1) 子どもの

読書活動の

推進 

【１２事業※内

再掲１事業】 

・子どもの読書活動の推進拠点となる子ども図書館を整備し

た。（平成３０年１２月開館） 

・「はじめての絵本」事業を実施した。 

・子ども図書館等に子ども用レファレンス窓口を設け、調べ学習

等で気軽に相談できる環境を提供した。 

・各館で読み聞かせやお話会を実施した。 

・各館でヤングアダルトコーナーの充実を図った。 

・各館で家読（うちどく）コーナーを設置するなど家読の推進を

図った。 

・子ども図書館で「読み聞かせ・読書ボランティア養成講座」を実

施するなど地域人材の育成を図り、活動場所の提供を行った。 

・令和３年北九州市独自の「北九州市子ども読書の日」（１０月）

を新設し、各館で様々なイベントを実施し、来館のきっかけづく

りや中高生の活動発表の機会を提供した。 
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(2) 学校に

おける読書

活動の支援 

【７事業】 

・図書館司書や読み聞かせボランティアを学校や子育て関連施

設等に派遣し、読み聞かせやブックトークを行った。 

・司書教員や学校図書館職員に図書館の学校向けサービスを

紹介するとともにブックヘルパーへの研修会を実施した。 

・「子ども司書養成講座」を毎年継続して開催した。 

・市内の小・中・特別支援学校の児童生徒を対象に「読書感想

文コンクール」を実施した。 

・子ども図書館と地区図書館が協力し、児童生徒の図書館見学

や職場体験を受け入れた。 

4 

誰もが使い

やすく、人や

情報が交流

する図書館 

(1) 情報化

への対応 

【３事業】 

・所蔵する郷土資料の一部のデジタル化を継続して行った。 

・コロナ禍の読書や学習機会の確保等を目的に「北九州市子ど

も電子図書館」を開設した。（令和３年４月） 

(2) ニーズ

に応じたサー

ビスの提供 

【５事業】 

・各館で高齢者や障害のある方に配慮した資料を収集した。 

・中央図書館で身体障害等の理由で来館困難な方を対象とし

た「郵送貸出」サービスを継続実施した。 

・中央図書館で視覚障害のある方等を対象とした「録音図書等

貸出」サービスを令和４年度に開始した。 

・ＪＲ小倉駅構内とコムシティ入口（黒崎）に返却ボックスを設置

し、図書館以外での返却ができるようになった。（平成２９年７

月） 

(3) 親 しみ

やすい図書

館づくり 

【２事業】 

・子ども図書館では「読書通帳」を導入した。 

・各館において「北九州市子ども読書の日」に合わせたもの等、

多様なイベントを実施した。 

・各館において近隣の自治会と協力して図書館だよりを回覧し

たり、小中学校・幼稚園・保育園、病院等各種施設に図書館だ

よりや新刊案内、行事チラシ等を設置したりして、広報に努め

た。 

5 

市民参画型

図書館 

(1) ボランテ

ィアの育成と

活用 

【５事業 ※内

再掲１事業】 

・中央図書館では「図書館ボランティア養成講座」、子ども図書

館では「読み聞かせ・読書ボランティア養成講座」やブックヘル

パーの人材育成研修等を実施した。 

 

(2) 開かれ

た図書館づく

り 

【２事業】 

・コロナ禍のため開催困難な時期もあったが、自由闊達な議論

が展開されるよう図書館協議会の運営の工夫に努めている。 

・図書館評価の様式に改良を加え、見やすくわかりやすいもの

にした。 

 

 


